
み
ん
な
で

築
こ
う

み
ん
な
で

築
こ
う

「
誇
れ
る
」人
権
尊
重
で
笑
顔
に

人 権 特 集

人
権
の
世
紀

人
権
の
世
紀

ー 

人
に
や
さ
し
い
、人
が
や
さ
し
い
ま
ち 

松
山 

ー

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
１
８
７
３
年

に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
医
師
・
ア
ル
マ

ウ
ェ
ル
・
ハ
ン
セ
ン
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
「
ら
い
菌
」
と
い
う
細

菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。
「
ら
い

菌
」
は
感
染
力
が
と
て
も
弱
く
、

感
染
し
て
も
発
病
す
る
こ
と
は
極

め
て
ま
れ
で
す
。
ま
た
薬
で
確
実

に
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
、
早
期

治
療
に
よ
っ
て
後
遺
症
も
残
り
ま

　

治
療
薬
が
な
か
っ
た
時
代
、
ハ

ン
セ
ン
病
は
皮
膚
や
手
足
の
変
形

や
失
明
な
ど
治
っ
て
も
重
い
後
遺

症
を
残
す
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
か
つ
て
は
遺
伝
病
と
誤
解
さ

れ
「
不
治
の
病
」
と
恐
れ
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
偏
見
や
差
別
の
対

せ
ん
。
し
か
も
日
本
に
感
染
源
は

ほ
と
ん
ど
な
く
遺
伝
も
し
ま
せ
ん
。

象
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
国
の
誤
っ
た
隔
離
政

策
が
「
ハ
ン
セ
ン
病
は
恐
ろ
し

い
」
と
い
う
意
識
を
定
着
さ
せ
ま

し
た
。
隔
離
す
る
必
要
の
な
い
人

を
平
成
８
年
ま
で
強
制
的
に
療
養

所
へ
隔
離
し
た
の
で
す
。

　

平
成
13
年
の
「
ら
い
予
防
法
違

憲
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
」
で
熊
本

地
裁
は
違
憲
判
決
を
出
し
ま
し

た
。
現
在
、
国
は
主
な
人
権
課
題

の
一
つ
に
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
挙

げ
、
入
所
者
や
社
会
復
帰
者
た
ち

の
名
誉
回
復
、
社
会
復
帰
支
援
お

よ
び
啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
決
し
て
過

去
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全

国
13
カ
所
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
に
は
、
今
で
も
約
２
０
０
０

人
の
入
所
者
が
、
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
古
里
に
帰
る
こ
と
が
で
き

ず
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
社

会
復
帰
者
の
中
に
も
、
つ
ら
い
過

去
の
被
差
別
の
経
験
か
ら
、
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
の
入
所
者
で
あ
っ

た
こ
と
を
周
囲
に
打
ち
明
け
ら
れ

ず
、
今
な
お
世
間
の
目
を
恐
れ
て

生
活
し
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま

す
。
国
家
賠
償
訴
訟
に
お
い
て
国

の
責
任
が
認
め
ら
れ
、
対
策
が
進

ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
て
が
解

決
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

失
わ
れ
た
時
間
を
取
り
戻
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ハ
ン
セ
ン

病
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

し
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
ら
や
そ

の
家
族
ら
が
孤
立
す
る
こ
と
な

く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
重
要

な
課
題
で
す
。

　

そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
ハ
ン
セ
ン
病
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ

と
、
ま
た
元
患
者
ら
が
置
か
れ
た

立
場
を
理
解
し
、
相
手
の
人
権
を

尊
重
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

病
気
や
障
が
い
な
ど
の
有
無
に

関
係
な
く
、
同
じ
人
権
を
持
っ
た

一
人
の
人
間
と
し
て
、
互
い
に
人

権
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
住
み
よ

い
差
別
の
な
い
社
会
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
絵
手
紙
の
応
募
作
品
（
７
万
９
１
２

点
）
の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
次
の
日

程
で
展
示
す
る
ほ
か
２
０
１
５
年
版
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

し
、
12
月
以
降
、
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
関
係
機
関
・
団
体
な
ど

に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
入
賞
者
の
氏
名
・
作
品
な
ど
は
、
市
人
権
教
育
推

進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://jinsuikyo.org/

に
掲
載
し
ま
す
。

1907（明治40）年

1931（昭和６）年

1953（昭和28）年

1996（平成８）年

2001（平成13）年

　当初は、放浪患者の収容が
主目的であった。

「癩予防ニ関スル件」制定

　全ての患者を対象とする強
制隔離政策の拡大。

「癩予防法」制定

　約90年にわたる隔離政策に
終止符。

「らい予防法」廃止

　療養所の入所者らが、国の
ハンセン病政策の転換が遅れ
たことなどの責任を問い提
訴。原告勝訴の判決によっ
て、国は控訴を断念し、過ち
を認めて元患者らに謝罪した。

「らい予防法違憲国家賠償請
求訴訟」熊本地裁判決

　入所者らの反対にも関わら
ず強制隔離が続けられる。

「らい予防法」制定

らい

●国立療養所（13ヵ所）1,979人
※平成25年5月1日時点

松丘保養園
（113人）

東北新生園
（99人）

多摩全生園
（232人）

駿河療養所
（71人）

栗生楽泉園
（107人）

長島愛生園
（267人）

邑久光明園
（155人）

菊池恵楓園
（338人）

星塚敬愛園
（181人）

大島青松園（82人）

奄美和光園（41人）
沖縄愛楽園（215人）
宮古南静園（78人）

出典：厚生労働省
「ハンセン病の向こう側」

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所 

全
国
配
置
図

【
展
示
期
間
・
場
所
】
①
12
月
４

日
㈭
～
９
日
㈫
。
10
～
18
時
＝
い

よ
て
つ
髙
島
屋
７
階
ふ
れ
あ
い

ギ
ャ
ラ
リ
ー
②
12
月
３
日
㈬
～
19

日
㈮
。
９
～
18
時
＝
坂
の
上
の
雲

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
一
番
町
三
丁

目
）
２
階
ホ
ー
ル

※
②
は
月
曜
日
休
館

♥
♥

♥
♥

♥

♥

♥

12
月
４
〜
10
日
は「
人
権
週
間
」

12
月
４
〜
10
日
は「
人
権
週
間
」

【
日
時
】
平
成
27
年
１
月
16
日
㈮

10
時
～
15
時
30
分

【
場
所
】
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
キ
ャ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
ほ
か

【
内
容
】
午
前
の
部
＝
５
分
科
会

に
分
か
れ
て
研
究
協
議
▼
午
後
の

部
＝
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｄ
Ｐ

Ｉ
（
障
害
者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
）
日
本
会
議
事
務
局
長　

佐
藤

聡
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
障
害
者
権

利
条
約
批
准　

分
け
隔
て
の
な
い

共
生
社
会

を
つ
く
ろ

う
！
」

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

【
日
時
】
12
月
13
日
㈯
14
時
～
14

時
30
分

【
場
所
】
市
駅
前
坊
っ
ち
ゃ
ん
広

場
・
大
街
道
一
番
町
口

【
内
容
】
人
権
啓
発
資
料
な
ど
の

配
布

【
日
時
】
12
月
14
日
㈰
11
～
16
時

【
場
所
】
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
湊
町
七
丁
目
）
キ
ャ
メ

リ
ア
ホ
ー
ル
ほ
か

【
内
容
】
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
・
絵
手
紙
入
選
作
品
展
示
、

沢
知
恵
さ
ん
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
権
啓
発
課
☎
948
６
６
０
４
・

934
１
７
４
２
へ

　

日
本
国
憲
法
で
全
て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い

る
基
本
的
人
権
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
く
た
め
、
最
大
限
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

し
か
し
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
ら
、
同
和
問
題
な
ど
と

い
っ
た
人
権
問
題
は
今
な
お
存
在
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化

に
伴
っ
て
新
た
な
人
権
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
の
解
決
は
社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
で
は
「
人
権
啓
発

施
策
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
「
『
誇
れ

る
』
人
権
尊
重
で
笑
顔
に 

― 

人
に
や
さ
し
い
、

人
が
や
さ
し
い
ま
ち 

松
山 

― 

」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
学
校
・
地
域
・
企
業
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
で

の
教
育
・
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
ら
の
人
権
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

生
後
六
カ
月
の
と
き
な
の
で
記

憶
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
父
に
連

れ
ら
れ
て
初
め
て
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
大
島
青
松
園
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

当
時
は
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で

子
ど
も
を
見
る
こ
と
な
ど
、
あ
り

え
な
い
時
代
。
そ
の
た
め
か
入
所

者
の
皆
さ
ん
は
、
私
の
こ
と
を

ず
っ
と
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
り
、

娘
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
も
高
齢
に
な

り
、
次
々
に
亡
く
な
ら
れ
て
、
全

国
13
カ
所
の
療
養
所
は
今
、
終
末

期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
間
も

な
く
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
は
確
実
に

治
療
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
国
の
誤
っ
た
政
策
と

社
会
の
強
い
偏
見
に
よ
っ
て
隔
離

さ
れ
続
け
た
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど

は
、
今
な
お
帰
る
家
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

最
後
の
と
き
に
、
出
会
っ
た
者

と
し
て
、ど
う「
か
か
わ
る
」の
か
、

問
わ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

●国の隔離政策の歴史● ハ
ン
セ
ン
病
と
は

ど
う
し
て
ハ
ン
セ
ン
病

が
人
権
問
題
に
？

ハ
ン
セ
ン
病

元
患
者
ら
の

人
権
を
考
え
る

二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

1971年神奈川県生ま
れ。ハンセン病療養所
などで精力的に活動
し、圧倒的な迫力のピ
アノ弾き語りパフォー
マンスには多くのファ
ンがいる。12月14日㈰
総合コミュニティセン
ターでの人権啓発フェ
スティバル2014で『か
かわらなければ』を
テーマにピアノ弾き語
りコンサートを行う。

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
ら
に
、ど
う「
か
か
わ
る
」か

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
　
沢さ

わ

　
知と

も

恵え

さ
ん

街
頭
啓
発

市
人
権
教
育
研
究
会

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

飯
尾 

藍
子
さ
ん
（
小
野
小
保
護
者
）

佐伯 華菜さん
（久枝小４年）

和泉 百香さん
（済美高２年）

代
表
標
語

代
表
ポ
ス
タ
ー

代表絵手紙

平
成
26
年
度
人
権
啓
発

標
語・ポ
ス
タ
ー・絵
手
紙

人
権
を
　
親
に
教
わ
り

子
に
教
え

佐藤 聡さん
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